
化学物質事故から身を守るには
中国・インド・タイから学ぶ

日時：

201５年11月22日（日）
午後1：30～5：00

会場：中央大学駿河台記念館

東京都千代田区神田駿河台3-11-5
JR中央・総武線　御茶ノ水駅下車、徒歩3分、東京メトロ丸

ノ内線　御茶ノ水駅下車、徒歩6分、東京メトロ千代田線　

新御茶ノ水駅下車（B1出口）、徒歩3分、都営地下鉄新宿

線　小川町駅下車（B5出口）、徒歩5分

資料代：1000円（会員500円）

同時通訳がつきます
参加人数把握のため、ご参加希望の方は下記の連
絡先のファクスかメールでお申し込みください。

　今年8月、中国天津での危険物専用倉庫での化学物質爆発事故は、改めて我々の身近なところでの化学物質

事故の危険性を示しました。また1984年インドで起きたボパールの化学工場事故は30年経ってもまだ地域住

民に被害はなくなっていません。日本でも地震や台風などの天災が増えています。住宅地域の近くに危険な

化学物質が保管されていた場合、被害を予防するためにはどうした対策が必要なのでしょうか？

　中国からは、元グリーンピース中国の化学物質問題担当のTianjie Ma氏、またインドからはボパ

ールで事故の被害者救済に取り組んでいる団体（Sambhavna)のAjay Patel氏、またタイからは化学

物質管理に取り組むEARTHという団体のPenchom　Saetangさんをお招きし、アジア地域での化学物

質事故の経験をお話いただき、被害を少なくするために化学物質管理政策について考えます。2020

年までに化学物質による人や環境への悪影響を最小化するというヨハネスブルグサミット（2002

年）の目標（WSSD2020年目標）に基づきアジア地域で何が必要かを議論したいと思います。ぜひご

参加ください。このセミナーは地球環境基金の助成を受けて開催されます。

講演① Tianjie Ma氏（China Dialoug  元グリーンピース中国化学物質問題担当）

「天津化学工場事故と中国における化学物質管理とNGOの取り組み」（1：40～2:20）
講演② Penchom Saetang氏（Ecological Alert and recovery Thailand(EARTH)  タイ）

「タイの化学物質事故と管理体制」（2:20 ～3:00）
(休憩　3：00～3：15)
講演③ Ajay　Patel氏（Sambhavna-clinic　インド）

「インドボパール化学工場事故から30年後の真実」（3：15～3：55）
報告①自治体関係者（交渉中）
「日本での化学物質事故対策について」（3：55～4:15）

ディスカッション（4：15～4：50）
演題はいずれも仮題です。変更される場合があります。
チラシの裏面に参加団体の簡単な紹介文を掲載しています。

 アジア地域の化学物質管理に関する国際セミナー

主催：NPO法人　ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議
連絡先：〒136-００７１　東京都江東区亀戸7-10-1　Zビル4階
　　　　　　Tel.03-5875-5410　Fax.03-5875-5411 Email: kokumin-kaigi@syd.odn.ne.jp




